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研究実績の概要
　本年度の本研究助成による研究成果は、主に①小
諸城CG復元をテーマに小諸市、小諸フィルムコミッ
ションと「小諸市の歴史・文化を未来につなげる包括
連携協定」を締結することができたことで、本学と地域
が連携した公式な研究プロジェクトとしてスタ トーでき
たこと、②本研究で開発中のプラットフォームに保存す
るための情報として、自治体、地元の有志、地元企業と
連携して小諸城に関する地域文化財情報について計
測・調査を深めることができたこと、③本研究で開発し
ているプラットフォームを用いて、小諸城VR体験システ
ム、スマ トーフォン用の小諸城CG体験アプリを試作し
たこと、④本研究の過程で開発している小諸城VR体
験システムや小諸城CG体験アプリを使用して地域の
多くの人々に当時の小諸城の姿を体験してもらうこと
ができたこと、⑤地域と連携して小諸城に関する歴史
文化情報を広く発信できたことがあげられる。
　本研究で開発しているデジタルアーカイブ支援プ
ラットフォームは、小諸城のCG復元に関する研究の知
見をもとに、地域文化財情報の獲得・保存・分析方法
を一般化できるように整理し、それを実現するデータ
構造を設計する。これまで小諸城に関する情報は、古
文書の計測、現地でのドローンや計測器を使った実
地調査、色彩計測器を用いた材質情報など様 な々方
法により行われてきた。これらの情報は、これまでそれ
ぞれ独自形式で扱っていたが、データの可搬性を保て
るようにデータ構造を設計し、標準化できるように整
理する。
　本年度は、地域文化財情報を整理した上で、デジタ
ルアーカイブ支援プラットフォームを試作すること、本
申請の研究を遂行するために産学官が連携して研究
プロジェクトをスタ トーできるような体制を構築できた
ことが大きな成果である。
　特に地元の企業と協力し、小諸城の本丸周辺の石
垣を高精度なレーザー計測を行い、これまでにない高
精度な計測データを獲得できた。
　その上で、小諸城のデジタルアーカイブデータを用
いながら、このプラットフォームの完成を目指す。特に
初年度、大きな課題は地域文化財情報を整理して、デ
ジタルアー カイブ用データのデータ構造を構築した。
　試作したデータ構造に基づいて、最小限の機能の
サーバシステムを構築した。ここでは獲得したデジタル
アー カイブデータの欠損部分や矛盾点を分析できるよ
うにデジタルアーカイブデータ解析エンジンを設計し
た。また、クライアント側のコンピュータとの通信プロト
コルも併せて設計したが、サーバ・クライアント間の通
信部分はまだ未実装となっている。
　本年度は、提案システムの性能や有効性を実際の
データを用いて評価した。小諸城のCG復元に必要な
デジタルアーカイブデータを試作データ構造に変換し
てサーバ上に実装することで、試作システムの検証し
初期の評価を行った。
　また、本研究成果は、日本色彩学会画像色彩研究
会で発表した。また、学術的な成果に加えて、小諸城
の復元CGを地域の人々に実際に体験してもらうこと
で、子供からお年寄りまでわかりやすい形で地域に示
すことができた。地域向けの展示会などは「坂城モノづ
くり展」、「浅麓議員研修会」、「技術士会長野県支部
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CPD講演会」、「小諸街並みミュージアム」などである。
さらに、本研究で開発したシステムを用いて制作した
小諸城の復元CGを小諸懐古園内の徴古館という博
物館で展示することになった。
　このように本研究は、開発したプラットフォームは初
年度の試作段階ではあるものの、地域との連携体制
を構築できたことにより、実用レベルでの地域文化財
を保存するためのデジタルアーカイブシステムとして有
効であることを示すことができた。
　本研究の成果は、このように地域や社会に貢献でき
る可能性を持つことを示した。
　次年度以降は、このプラットフォームをネットワーク
システムに対応させることで、地域文化財のデジタル
アーカイブデータをスマ トーフォンアプリなどで連携さ
せることで、より地域文化財情報を活用しやすいような
体制を構築する。
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